
 

                         

 

                                  

 

 

 
      

            

                                           

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この地域に住んでよかった 

 
助け♡愛 よしみ  

７月１日現在 <前月比> 

65 歳以上男  1,728 人<+2> 

65 歳以上女  2,090 人<+5> 

高齢化率   21.37% <+0.01> 
 
発行 吉身学区社会福祉協議会 
問合せ☎077－583－1650 

 

 

～びわ湖と歴史が織りなす優雅なひととき～ 
昨年話題の映画「国宝」のロケ地となったびわ湖

大津館へでかけませんか。映画の世界を感じながら

琵琶湖を望む美しい景色や季節の庭園をゆっくり

お楽しみいただけます。

【日 時】9 月 24 日（木）  

午前 10 時から午後２時 30 分（予定） 

【場 所】びわ湖大津館、イングリッシュガーデン 

食事：レストラン ベルヴァンブルージュ 

【対象者】吉身学区在住で 75 歳以上のひとり暮
らし高齢者の方（手押し車利用可） 

【定 員】７０名（スタッフ含む）に達した場合は 
抽選とさせていただきます。 

【参加費】2,000 円 
【申 込】8 月 4 日（火）から 8 月 25 日（火） 

までに担当の民生委員に参加費を添 
えてお申込みください。 

※別途申込み用紙を用意しています。担当の
民生委員にお尋ねください。 

【問合せ先】 吉身会館 ℡ 077-583－1650    
 平日 午前 9 時～午後４時 45 分 担当 西之園  

 

 

７月 3 日 自民福合同研修会が開催されました（参加者 70 名）  

自民福（自治会長・民生委員児童委員・福祉協力員）  
 個別避難計画について市の危機管理課の木村専門員に個別避難 
計画の重要性や作成方法について分かりやすく説明していただき 
ました。その後、自治会ごとに「守山ほたるさん」をモデルケース 
とした個別避難計画を作成する演習を実施し、活発な意見交換が 
行われました。吉身学区では、「向こう三軒両隣」の考え方を現代 
の地域活動に取り入れ、日頃のあいさつをきっかけとした顔の見 
える関係づくりを推進しています。日頃から住民同士のつながり 
を深めることで、災害時における安否確認や避難支援が円滑に行 
える地域づくりを目指しています。今回の研修会は、その取り組 
みをより具体的な個別避難計画の作成へとつなげる機会となりました。 

 
福祉協力員研修会が開催されました 

（参加者 27 名） 
６月 23 日、滋賀県危機管理センターに見学に

行き、災害時の危険回避・軽減するために正しい
知識を学びました。特に印象に残ったのは、「自
助は最大の共助です」という言葉です。まずは自
分自身や家族の命を守るための備えや行動がで
きてこそ、周りの人を助けたり地域全体の支え合
いにつながったりすることを学びました。今回の
研修を通して日頃から防災意識を持ち、自分でで
きる備えを進めることの大切さを改めて感じま
した。その後、びわ湖大津プリンスホテルの和食
清水で、びわ湖の美しい景色を眺めながら美味し
いランチをいただきました。食後、井筒八ツ橋本
舗追分店で工場見学を行い、充実した研修会とな
りました。 

福祉部会 
主催  

★★★★★★中部地区地域包括支援センターだより★★★★★★ 
☆今月の「こもれび café」 
 こもれびカフェは、認知症の方、そのご家族、地域の方など誰でも参加でき、 
レクレーションや会話を楽しむ場所です。もの忘れや介護のことなどの相談も 
できます。お気軽にお越しください。 
８月 18 日(火) 午後１時 30 分～午後３時 
守山市立図書館 活動室にて  

【お問い合わせ】 
中部地区地域包括支援センター（すこやかセンター２階） 

TEL 077-5８４-５５１９  
FAX  077-5８４-５３６３ 


